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研究成果の概要（和文）：1. イネの栽培化において脱粒性の喪失の原因となった遺伝子の解析　これまでに作
出した３つの脱粒性遺伝子qSH1,OSH15, sh4の相互作用を解析するための８種類の材料を用いて出穂直後から１
週間毎に４週間後まで脱粒性の定量的な測定を行った。また詳細な形態観察を行い、３つの脱粒性遺伝子qSH1,
OSH15, sh4の各遺伝子の離層形成および離層崩壊への関与を調べた。
2. イネの新規脱粒性遺伝子の探索　脱粒性の突然変異系統を用いて後代で表現型と遺伝子型調査を行った。同
時に野生型との交配および世代促進を行いF2種子を得た。脱粒性の分離を調べた結果、表現型がおおよそ3:1に
分離することが確認できた。

研究成果の概要（英文）：1. Analysis of genes responsible for loss of shedding habit in rice 
cultivation.　Using eight materials to analyze the interaction between the three shattering genes 
created so far, qSH1, OSH15 and sh4, shattering is possible every week until four weeks after 
heading immediately after heading Quantitative measurement of In addition, a section of the base of 
the cocoon is made, detailed morphological observation is performed, and the delamination formation 
and delamination collapse of each of the three shattering genes qSH1, OSH15, and sh4. I investigated
 the involvement in it.

2. Search for novel shattering genes in rice. Phenotypic and genotypic confirmation were performed 
on progeny using the selected shattering mutant lines. At the same time, wild-type mating and 
generation promotion were carried out to obtain F2 seeds. As a result of cultivating an individual 
and examining shedding segregation, it was confirmed that the phenotype was separated to about 3: 1.

研究分野：植物分子育種学

キーワード： イネ　種子脱粒性　離層　栽培化
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
イネは日本の主食であると同時に世界の人口の約半数が利用する重要な作物の１つである。種子脱粒性とは、穂
から種子が落ちる性質のことである。本研究成果によって収穫時のロスを減らすことによって、収穫量を増やす
ことができれば、社会的意義は大きいと期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
1. 研究開始当初の背景 
 
 

 脱粒性とは、穂から種子が脱粒する性質であり、自然界では、種子の拡散による繁殖戦略と

して重要な性質である。一方、作物として考えた場合、強い脱粒性は収穫量の減少につながる。

そのため、栽培化の過程で、脱粒性は、古代人によって最初の選抜の対象となった農業形質で

あると考えられてきた。また、脱粒性は脱穀技術との関連が深いことから、今日でも重要な農

業形質の１つである。 

 近年、脱粒性に関与する遺伝子が複数単離され、各遺伝子間の相互作用や離層形成への関与

について、少しずつ明らかになってきている。その一方で、最初に単離・同定された作用力の

大きい野性イネ由来の sh4 遺伝子と qSH1 遺伝子との関係や作用のタイミング、離層形成および

その後の離層の崩壊についての詳細な分子機構に関しては、野生イネ由来の遺伝子の解析の難

しさもあり、不明な点も多く残っている。 

 本研究では、申請者らがこれまで遺伝子単離、同定を行った「脱粒性」という農業形質に着

目し、その分子機構について明らかにしたいと考えている。 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、これまでに申請者らが同定したイネ脱粒性遺伝子 qSH1 および OSH15、そして、野

生イネ由来の sh4 遺伝子の 3つの脱粒性遺伝子を導入した形質転換体を用いて遺伝学的な解析

を行い、脱粒性における各遺伝子の役割を明らかにする。また、脱粒性遺伝子 qSH1 の準同質遺

伝子系統である NIL(qSH1)を用いてガンマ線照射を行った突然変異系統を解析することで、新

規脱粒性遺伝子の探索を行い、脱粒性の遺伝子ネットワークを解明する。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. イネの脱粒性における各遺伝子の離層の形成および離層の崩壊への役割 
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3. 研究の方法 
 

・イネの栽培化において脱粒性の喪失の原因となった遺伝子の解析 

 これまでに作出した３つの脱粒性遺伝子、qSH1､OSH15､ sh4の相互作用を解析するための８種

類の材料を用いて、出穂直後から１週間毎に４週間後まで脱粒性の定量的な測定を行った。 

・ イネの新規脱粒性遺伝子の探索 

  脱粒性遺伝子qSH1の準同質遺伝子系統であるNIL(qSH1)を用いてガンマ線照射を行った突然

変異系統を用いた。選抜した脱粒性の突然変異系統(難脱粒性変異系統)を用いて､出穂直後から

１週間毎に４週間後まで脱粒性の定量的な測定を行った。また､離層部位の詳細な形態観察を行

った。 

 
4. 研究成果 
 

・イネの新規脱粒性遺伝子の探索 

脱粒性の突然変異系統を用いて、出穂直後から１週間毎に４週間後まで脱粒性の定量的な測定を

行った(図2)。その結果､コントロールのNIL(qSH1)野生型(WT)では出穂3週間後から脱粒性程度が

低くなり脱粒しやすくなるが､選抜した難脱粒性突然変異系統(MT1からMT4)では､出穂3週間後で

は脱粒性程度が高く、出穂5週間後でも脱粒性程度が高い状態のままで､脱粒しにくいことが明ら

かとなった。次に､種子基部の離層部位の詳細な形態観察を行った(図3)。その結果､野生型の

NIL(qSH1)WTでは､赤矢印で示した種子の基部に明瞭な離層が形成されていることが観察された。

一方,難脱粒性系統では､脱粒しにくい系統の日本晴と同様に種子基部に離層が形成されていな

い､または､部分的な離層しか形成されていないことが明らかとなった。さらに、同時に野生型と

の交配および世代促進を行い、F2種子を得た。F2個体を栽培し、脱粒性の分離を調べた結果、表

現型がおおよそ3:1に分離することが確認できた。Mutmap法による遺伝子単離の基盤を確立する

ことができた。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2. 難脱粒性突然変異系統の脱粒性の経時的変化         
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3. 難脱粒性系統の種子基部の離層形成部位の比較 
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